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1． まえがき 

我々は，爆心地復元映像製作委員会が主催する「ヒロシ

マ・プロジェクト”爆心地復元事業”」に参加協力し，被爆

以前の広島市の旧市街中心部の町並みを 3DCG で復元した．

広島に原爆が投下されてから 60 年以上の年月が経過し，

現在の街並みから戦災前の町並みを窺い知ることは難しい．

本稿では，現存する資料に基づき，3DCG を用いて戦災前

の広島市の旧市街中心部を復元する手法について述べる． 

戦災前の広島市旧市街中心部の町並みを復元するには，

膨大な数の家屋の 3DCG モデルを作成する必要があり，こ

の作業には非常に多くの時間と手間がかかる．我々は，あ

らかじめ作成しておいた家屋モデルのサイズやテクスチャ

をランダムに変更するプログラムを作成した．これにより，

様々なバリエーションの家屋モデルを作成する．次に，旧

市街地の区画の内側に，作成した家屋モデルを自動配置す

るプログラムを作成した．このプログラムを用いて効率的

に町並みを復元する手法を提案する．提案手法を用いて，

戦災前の広島市旧市街中心部のリアルな 町並みを復元した

ので報告する．  

2．従来手法 

木村ら[1]は，木造家屋が建ち並ぶ江戸後期の町並みを効

率よく復元する手法を提案している．この復元手法では，

木造建築の家屋モデルの構造を記述するために，独自の言

語，家屋構造記述言語を設計した． 

また，平面図を描くと，宮大工の工法に準じて屋根を自

動的に葺くツール sKet も開発している．sKet では，平面

図を描く際に，家屋の部品やテクスチャなどを指定する．

平面図に沿って，一通り，部品を指定することによって木

造家屋の 3DCG モデルを自動的に生成することができる．

生成された 3DCG モデルは自動的に Metasequoia [2]のデー

タ形式に変換される． 

木村らは，木造家屋モデルを大量に作成し，配置するこ

とで，江戸の町並みの大規模な復元を可能としている． 

 3．提案手法 

戦災前の広島市の旧市街中心部の町並みを復元するため

に，まず，家屋モデルを作成した．次に，作成した家屋モ

デルを区画の外周，つまり通りに沿って配置する．これを

区画の外周モデルと呼ぶ．最後に，区画の内側に家屋を配

置する．これを区画の内部モデルと呼ぶ．区画の外周モデ

ルと内部モデルを合わせて，区画モデルと呼ぶ．以下，順

に説明する． 

3.1 家屋モデルの作成 

まず，家屋構造記述言語ツール sKet[1]で，戦災前の家屋

モデルを生成した．窓や壁など，家屋を構成する部品は，

全国の歴史的町並みを撮影した写真から切り出し，補正し

たものを使用した． 

sKet でモデリングされた家屋モデルの部品やテクスチャ，

家屋モデルの高さ等を乱数でランダムに変化させ，外観の

異なる木造家屋モデルを大量に作成した． 

3.2 区画の外周モデル 

図 1(a)に示すような戦災前の広島市の旧市街地の航空写

真を参考にして，生成した家屋モデルを表通りに沿って手

動で配置した．すなわち，区画の一辺に家屋モデルを 6～

12 棟並べる．この一連の家屋モデルを表通りパターンと呼

ぶ．我々は，10数個の表通りパターンを作成した． 

次に，旧市街中心部の主要道路に沿って，表通りパター

ンをランダムに並べる．このとき，パターン中の家屋モデ

ルの並び順もランダムに入れ替えた．航空写真の区画(図

1(a))に沿って表通りパターンを並べた例を図 1(b)に示す．  

3.3 区画の内部モデル 

前節で作成した区画の外周モデルの内側に，家屋モデル

を自動配置する．そのために，縦横の大きさが一区画の約

2 倍の大きな区画を用意し，その中に，あらかじめ手動で

家屋モデルを密集するように配置しておく．これをプリサ

ンプリングモデルと呼ぶ．外周モデルで囲まれた区画の内

側に，プリサンプリングモデルで用意した家屋モデルをで

きるだけたくさん密に並べる．この処理は次の 3 つのステ

ップから構成される． 

(1) まず，プリサンプリングモデル全体の外接矩形 P と，

その中に配置されている家屋モデル 1 棟ごとの外接矩形 pi

を求める．同様に，作成した区画の外周モデル全体と配置

されている家屋モデル 1 棟ごとの外接矩形 G，gjも求めて

おく．求めた矩形を当たり判定に使用する． 

(2) 次に，プリサンプリングモデル全体の外接矩形 P 内に

収まるように，区画の外周モデルの外接矩形 Gの位置をラ

ンダムに選択する．さらに，外接矩形 G内に完全に含まれ

る家屋モデルの外接矩形 pi を全て選択し，これを{ pk }と

する． 

(3) 続いて，選択した家屋モデル{ pk }と外周モデルに含ま

れるすべての家屋モデル{ gj }とを重ね，{ gj }と重なったす

べての{ pk }を削除する． 

ステップ(1)～(3)の結果，残った{ pk }と外周モデル{ gj }

との和集合を新たに{ gj }とし，ステップ(1)～(3)を繰り返

す．これにより，区画の外周モデルの内側に隙間なく家屋

モデルを自動配置することができる． 

プリサンプリングモデルと，図 1(b)の区画の外周モデル

とを重畳させて，区画の内部に家屋モデルを自動配置した

結果を図 1(c)，完成した区画モデルを図 1(d)に示す． 
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図 1 区画モデルの作成過程  

(a) 航空写真 (米国立公文書館所蔵) (b) 区画の外周モデル  

(c) 区画の内部モデル (d) 完成した区画モデル 

4．町並み復元結果 

図 2(a)に示した航空写真を基に，広島市の旧市街中心部

を 20 数個の区画に分割した後，提案手法によって，区画

ごとに家屋モデルを自動配置し，広島市の旧市街中心部の

町並みを復元した．図 2(a)に示した領域は，復元した全領

域の 4分の 1ほどの広さである． 

煉瓦造りや石造りのビルは，高層建造物であるにも関わ

らず，被爆による倒壊を免れたものが多い．これら高層建

造物は，広島大学の原爆被爆関連資料データベース[3]の画

像を参考に，手作業でモデリングした． 

航空写真と，提案手法による家屋モデル配置結果を図

2(a)，(b)に示す．図 2(a)の航空写真から確認できる区画と

ほぼ同じように，図 2(b)の家屋モデルが配置されている．

区画の内部の家屋モデルの密集具合も写真とほぼ同程度で

あった．図 2 に示した旧市街の町並みの全景を図 3 に示す．

モデルに使用された部品やテクスチャ，家屋の高さをラン

ダムに変更しているので，モデル 1 棟 1 棟の外観が異なっ

ている．また，表通りパターン中の家屋の配置順序を変え

て，様々な区画の外周モデルを作成し，その内部に密集し

た家屋モデルを配置することで，大量の家屋が建ち並ぶ大

規模な町並みを復元できた． 

5．むすび 

区画の外周と，その内側に家屋モデルを自動配置するプ

ログラムを作成し，戦災前の広島市の旧市街中心部の町並

みを 3DCGにより復元した．家屋 1棟 1棟に対して，家屋

モデルの部品やテクスチャ，家屋の高さをランダムに変更

することで，リアルな町並みの復元を可能とした． 

今後は，航空写真から区画モデル生成の自動化や，その

復元結果の定量的評価を検討する． 
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図 3 提案手法によって復元された町並み 

(a) 

(b) 

図 2 復元された広島市旧市街中心部の一部 

(a) 原爆投下前の広島市街画像( 米国立公文書館所蔵) 

(b) 広島市旧市街中心部の復元された町並みの一部 

(b) 

(d) 
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